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[bookmark: _Hlk129349832]デジタル力向上事業計画書（新規・変更）
Ⅰ　事業計画
１．申請者情報

	企業名又は商号
	

	業    種
（日本標準産業分類）
	中分類
（番号2桁）
	
	業種名
	

	補助事業の
実施場所
	住    所
	
	名  称
	

	申請担当者
	所属部署
	
	氏  名
	

	
	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	
	電子メール
	




２．事業内容
	デジタル人材やデジタル活用に関する現状分析・課題
	

	補助事業の目的
解決したい課題
	

	研修等の内容

（必須）
	①受講する講座の概要


②資格を取得する場合、資格の概要


③成果の活用方針



	導入するIT機器、デジタルツール等の内容

（導入する場合のみ　記載）

	①導入するIT機器、デジタルツール等の概要


②導入後の活用方針



	事業期間
	　交付決定の日　　から　　令和　　年　　月　　日　まで



３．支援制度の活用状況（本補助金以外の補助金等の申請（予定）があれば記入すること）
	補助金等の名称
	補助金等実施機関名
	申請テーマ
	申請額（円）
	備考

	
	
	
	
	



※研修等の内容や導入するIT機器、デジタルツールの詳細は別表に記載のこと。
※記載欄のスペースが不足する場合は適宜拡大すること。

（２の別表：事業内容の詳細）
１．講座を受講する者、受講講座
	氏名
	所属
役職
	講座名
	講座提供
企業
	現地/通信/
オンライン
	受講期間
	時間数注1
	受講料 注2
（円）

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	



	合計
	①
	時間
	②
	円




２．資格取得（受験する場合のみ。上記講座受講者が取得するものが対象。）
	取得者氏名
	資格名
	受験日
	合否
	受験料 注2（円）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	合計
	③
	円



３．導入するIT機器、デジタルツール等（導入する場合のみ）
	名称
	規格・仕様等
	単価
（円）
	数量
	金額 注2
（円）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	合計
	④
	円




注１：時間数は１時間未満切捨て（講座のパンフレットやウェブサイト等で明記されている標準受講時間を上限として記載してください）
注２：消費税及び地方消費税を除いた額を記載してください。
	総計
	②+③+④=⑤
	円


※行は適宜追加してください。


Ⅱ  収支予算書
（１）収入の部 

	経費区分
	金　　額
	備　　　　　考

	補助金　⑫注3
	円
	

	借入金
	円
	

	自己資金
	円
	

	その他
	円
	

	合　計　⑪注5
	円
	



（２）支出の部
	
	経費区分
	内　容
	金　　額 注4
（税抜き）

	補助対象
	人材育成費
	講座受講経費
別表の１のとおり　　　　②
	円

	
	
	資格等受験経費
別表の２のとおり　　　　③
	円

	
	導入費
	IT機器等の導入経費
別表の３のとおり　　　　④
	円

	
	直接経費計
	②＋③＋④＝　⑤
	円

	
	賃金相当額
	⑥
	円

	
	補助対象計
	⑤＋⑥＝　⑦
	円

	対象外
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	補助対象外計
	⑩
	円

	
	合   計 注5
	⑦＋⑩＝　⑪
	円


※行が不足する場合は適宜追加すること

（３）補助金算定
	講座受講期間における賃金に相当する額
	単価
	
	920円/時間
	920×①＝		⑥

	
	総受講時間
	①
	時間
	円



	（人材育成）上限算定額
	※補助要件：２万円以上
	②＋③＋⑥＝		⑧

	
	
	円



	補助金基礎額
	※１万円未満切捨て
	⑤×2/3＋⑥＝		⑨

	
	
	円



注３：補助金額⑫は、以下のいずれか低い金額を記入してください。ただし、下限は１０万円となります。
「補助金基礎額⑨の金額（１万円未満切り捨て）」
「人材育成経費に係る上限算定額⑧から算定した補助金の上限額※」いずれか低い金額を⑫に記載


　　　　※上限算定額⑧の金額が　  20,000円 ～ 100,000円 ：　５０万円
　　　　　　　　　　　　　〃　　 100,001円 ～           ：１００万円

注４：消費税及び地方消費税額を除いた金額を記載してください。
注５：収入の部の合計⑪と支出の部の合計⑪の金額は一致していること。


